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1．ノーマル・アクシデント理論の問題提起
チャールズ・ペロー（Charles Perrow）が1984年に上梓した Normal accidents :
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て，アドホックに立ち現れる現場の非公式なネットワークに意思決定を委ねる
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（Feldman & Pentland,2003, p.101）。例えば採用というルーティンの明示的側
面は，求人広告を出す，応募者を選考する，内定を出す，といった実例で示さ











































































ループ学習（single loop learning），後者の学習がダブル・ループ学習（double loop
learning）と呼ばれる（Argyris,1977, p.116; Argyris & Schön,1978, p.29）。
Hedberg（1981）は Argyris & Schön（1978）のダブル・ループ学習の考え方
を摂取しつつ，Cyert & March（1963）の組織学習論を発展的に論じようとし
た。すなわち，組織の認知枠組みを意思決定ルールのメタ概念に位置づけたの
である（pp.9－12）。もっとも彼は Argyris & Schön（1978）の用語は使用せず，
17）階層性を前提とする学習観は Cyert & March（1963）以降，Nelson & Winter（1982），最
近のダイナミック・ケイパビリティ論へと受け継がれていく。詳しくは吉野（2015）参照。
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